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研究成果の概要（和文）：　本研究活動を通じて、日独２国間にとどまらない空襲体験者・記憶継承活動者・研
究者のネットワーク作りにある程度成功した。その成果は、個別の研究論文・学会報告に反映したほか、包括的
な締めくくりとして、研究代表者・分担者全員が関わって、第７回戦争社会学研究会大会において〈テーマセッ
ション：「空襲の記憶」の境界―時間・空間・学問を越境して〉を構成するとともに、同学会が編集する論集に
もそれぞれが寄稿して、広く社会に還元した。

研究成果の概要（英文）：We have succeeded to some extent in networking of victims, memory successors
 and researchers of air raids, not only between Japan and Germany. The results of our research 
activities have been reflected in the individual research papers and the conference reports. At the 
last stage all the participants of the research project made together the theme session "boundary of
 memories of air raids - beyond time, space and science" at the seventh conference of the Society 
for Sociology of Warfare and wrote essays to the journal that was edited by this scientific society.

研究分野： ドイツ現代政治
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１．研究開始当初の背景 
冷戦後、国際関係の変化や歴史認識の見直

しを背景に、自治体や博物館、研究機関、ア
ーティスト、非体験世代といった多様なアク
ターを巻き込んだ新たなタイプの空襲記憶
の継承活動が世界各地で展開されるように
なった。空襲体験者を中心とする従来の記録
運動とは異質なこれらの活動は、当該社会の
政治文化に少なからぬ影響を与えているに
もかかわらず、その実態や社会的意義につい
ては十分な学問的検討が行われてこなかっ
た。 
日本とドイツは、単に第二次世界大戦にお

ける敗戦国というだけでなく、空襲による被
害をまず他国に与え、後年自らその被害を受
けたという共通点を持つ。このうちドイツで
は長らく、「戦争被害者としての空襲の記憶」
が国家レベルで封印される状況が続いた。イ
ェルク・フリードリヒ著『ドイツを焼いた戦
略爆撃』（原著2002年）などが刊行された後、
ようやく空襲体験が公に語られるようにな
ったが、空襲研究も、空襲体験・記憶の継承
活動も、なお範囲が限られている。他方日本
では、1970 年代以降、各地の「空襲を記録す
る会」が残した成果が市民運動として展開し
てきたが、研究者を交えての総合的・体系的
な分析の蓄積は、なお不十分な状態が続いて
いる。 
 

２．研究の目的 
そこで本研究は、空襲の記憶論を日本とド

イツの戦後過程のなかで検討し、空襲体験
者・記憶継承活動者・研究者からなる三者間
のネットワークの形成という方法論を打ち
立てることを目的とした。具体的には、日独
双方の学術研究での位置づけに乏しい空襲
研究について、両国の比較も意識しつつ、新
たな研究領域としての意味付けを図った。そ
の要点は、以下の 3点である。 
 (1) 冷戦後 20 余年を経たドイツでの空襲
記憶の継承活動と、1970 年代以降市民運動と
して蓄積された日本の空襲記録運動とを比
較検証する。 
(2) 非体験世代に空襲記憶を継承する活

動の社会的意味を問い、日独双方向のコミュ
ニケーションを図りながら、学問としての
「空襲の記憶継承学」構築を目指す。 
(3) 体験者数の不可避的減少に鑑み、継承

の方法論などを学問的に理論化し、空襲体験
者・記憶継承活動者・研究者間のネットワー
クを持続的なシステムとして確立する。 
 
３．研究の方法 
 日独をベースに、空襲体験者・記憶継承活
動者・研究者からなる三者間のネットワーク
の形成という方法論を追究し、「空襲の記憶
継承学」の課題・方法の新たな学問的理論
化・体系化を目指す本研究においては、 
(1) 文献資料だけでなく、オーラルヒスト

リーの蓄積を記録としても読み解き、新たに

資料として注目することと、さまざまな空襲
研究者との研究交流を通じて、日独両国にお
ける空襲の記憶継承のありようを明らかに
すること、 
(2) 戦争記憶を継承する活動の社会的意

味や継承の方法論などを学問的に理論化す
ることに重点的に取り組んだ。 
１年目には、空襲の記憶継承に関する資

料・情報を収集し、その歴史的特質の分析を
開始、日独の空襲体験者・記憶継承活動者・
研究者のネットワーク作りにも着手した。 
２年目には、より深く戦後空襲記憶の歴史

的・政治的背景を解明するための資料収集や
関係者の聞き取りを行い、上記のネットワー
ク作りに本格的に取り組んだ。 
３年目には、「空襲後」の日独社会の体系

的比較を行いつつ、「空襲の記憶継承学」の
構築に向けての学会報告・論文執筆を行い、
研究の成果を広く社会に還元した。 
 
４．研究成果 
 当初企図していたドイツの空襲体験者な
いし記憶継承活動者の来日は実現できなか
ったとは言え、本研究活動を通じて、日独に
とどまらない空襲体験者・記憶継承活動者・
研究者のネットワーク作りにある程度成功
した。 
 第一に、神戸、旭川、静岡、福山など、こ
れまで比較的注目されてこなかった日本国
内の諸都市における空襲の記録・記憶の多様
なありようを確認するとともに、学問的な土
台の上にそれらが相互に連携する体制づく
りに貢献した。 
 第二に、従来蓄積してきた東京・大阪とド
レスデン・プフォルツハイム（ドイツ）との
運動面・学術面の連携をさらに発展させたこ
とに加え、広島・長崎・土崎とドレスデン、
ゲルニカ（スペイン）の空襲体験者・記憶継
承活動者を繋ぐ「ともに平和の道を歩む協力
協定」の活動に研究者の立場から支援した。
この「協力協定」はあくまで民間の活動で、
財政的・学問的裏付けに乏しい嫌いがあるが、
だからこそ研究者が果たすべき役割は小さ
くなく、本研究の所期の遂行意図の妥当性が
確認された。 
 第三に、アジア地域においても、日本に限
らず、植民地期朝鮮、台湾、さらにはオース
トラリアにまで研究の射程を広げ、空襲の記
録運動の拠点ネットワーク化を相当程度進
めることができた。 
 以上の研究成果は、個別の研究論文・学会
報告に反映したほか、包括的な締めくくりと
して、本研究プロジェクトの研究代表者・分
担者全員が関わって、第 7回戦争社会学研究
会大会において〈テーマセッション：「空襲
の記憶」の境界―時間・空間・学問を越境し
て〉を構成するとともに、同学会が編集する
論集にもそれぞれが寄稿して、広く社会に還
元した。 
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